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研究内容 
［１］宙水発生メカニズムの解明及び排除工の検討 

道路や鉄道などの盛土に，大量の雨水が浸透する
と，やがて盛土内に水位を形成し，構造物の不安定
化を招く．そのため，盛土の底部には排水工が設置
されるが，盛土内に局所的に透水性の異なる層が存
在すると，その上部で浸透雨水が滞留し，盛土法面
の表層崩壊の原因になる．このように，底部の水位
とは独立して存在する土壌水を「宙水」という，こ
の宙水の発生要因を明らかにするために，あえて透
水係数に差のある施工状態を模した実物大盛土の
水分動態を計測する．また，このような宙水の排除
に有効な新たな排水機構を持つ排水部材の開発も
行っている．これまでは，既往の盛土で宙水が発生
した場合，排水パイプと呼ばれる細孔を有する鋼管
パイプを設置していたが，排水とともに周辺の土砂
も排水管内に流入することで目詰まりの懸念があ
った．新しい排水部材は無孔管を接続する継目部に
排水機能を持たせることで，土砂流入を抑制するこ
とが目的である．この排水接手の適切な形状や設置
方法について検討している． 
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無孔管排水継手と排水機構 
 
［２］土/水/空気連成有限要素解析による土工シミ
ュレーション 

地盤材料である土は土粒子が作る骨格とその間
隙に存在する水，空気から成る三相混合体であり、
変形・強度特性，浸透特性は、この三相の相互作用

に依る．それにも関わらず，その挙動の複雑さから，
地盤工学の分野では空気相の作用を無視した簡略
化したモデルでもって実問題に対応をしているの
が現状である．ここでは、この三相混合体としての
土を精緻にモデル化し，湿潤状態から乾燥状態に至
る土の挙動を包括的に表現できるモデルを適用し
た解析コードにより，宅地造成などで用いる「締固
め施工」や「排水溝の設置」を数値シミュレーショ
ンし，構造物の品質評価を行う． 

 

  
転圧シミュレーション

による間隙比分布 
排水パイプ設置盛土の降雨
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